
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

告

示

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
件

六
四
四

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
を
定
め
た
件

六
四
四

○
国
土
調
査
法
に
よ
る
土
地
分
類
調
査
を
実
施
す
る
件

六
四
四

○
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
件
五
件

六
四
四

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件
二
件

六
四
六

公

告

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
よ
る
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
件

六
四
六

○
家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
す
る
件

六
四
七

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
件

六
四
七

福
島
県
教
育
委
員
会

○
福
島
県
指
定
重
要
文
化
財
の
指
定
を
解
除
さ
れ
た
件

六
四
七

告

示

福
島
県
告
示
第
八
百
四
十
三
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
六
条
第
一
項
の
変
更
の
届
出
に
係
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
第
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
平
成
三
十

年
十
一
月
二
十
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く

り
課
、
福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
福
島
市
総
務
部
情
報

政
策
課
市
民
情
報
室
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

辰
巳
屋
ビ
ル

福
島
県
福
島
市
栄
町
五
番
一
号

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
福
島
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

意
見
な
し
。

三

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

意
見
書
の
提
出
な
し

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

福
島
県
告
示
第
八
百
四
十
四
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
鶴
谷

地
区
に
係
る
県
営
農
山
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
（
農
地
整
備
事
業
）
を
行
う
た
め
土
地
改
良

事
業
計
画
を
定
め
た
。
こ
の
決
定
に
係
る
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
（
二
十
日
間
）

同

年
十
二
月
十
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

南
相
馬
市
役
所

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
八
百
四
十
五
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
土
地
分
類

調
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

国
土
調
査
と
し
て
指
定
さ
れ
た
年
月
日

平
成
三
十
年
十
月
十
二
日

二

調
査
を
実
施
す
る
者
の
名
称

福
島
県

三

調
査
地
域

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通

大
臣
の
刊
行
し
た
五
万
分
の
一
地
形
図
の
う
ち
須
原
、
守
門
岳
、
八
海
山
、
御
神
楽
岳
及
び
飯
豊
山

（
福
島
県
の
区
域
に
限
る
。
）
の
図
幅
内
の
地
域

四

調
査
期
間

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
日
ま
で

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
八
百
四
十
六
号

───────────────────────────────────────────────────────────
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森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

会
津
若
松
市
門
田
町
大
字
面
川
字
二
十
平
丙
七
二
〇
、
字
鍋
割
丙
七
二
一
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
会
津
若
松
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る

標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
会
津
若
松
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
八
百
四
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

喜
多
方
市
山
都
町
木
幡
字
小
沢
乙
一
〇
一
三
の
一
、
乙
一
〇
一
三
の
二
、
乙
一
〇
一
四
の
一
、
乙

一
〇
一
四
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
小
沢
乙
一
〇
一
四
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

㈡

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

㈢

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
喜
多
方
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈣

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水

産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保
全
課
及
び
喜
多
方
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
八
百
四
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

喜
多
方
市
山
都
町
相
川
字
家
ノ
上
甲
一
六
か
ら
甲
一
九
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
家
ノ
上
甲
一
六
・
甲
一
八
・
甲
一
九
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。
）

㈡

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

㈢

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
喜
多
方
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈣

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水

産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保
全
課
及
び
喜
多
方
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
八
百
四
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

───────────────────────────────────────────────────────────
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耶
麻
郡
西
会
津
町
下
谷
字
赤
羽
根
乙
二
九
二
九
の
一
か
ら
乙
二
九
二
九
の
一
五
ま
で
、
字
滝
尻
乙

二
六
三
三
の
二
、
乙
二
六
三
三
の
四
四
、
乙
二
六
三
三
の
四
八
、
字
大
滝
乙
二
六
八
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

㈡

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
西
会
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈢

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
西
会
津
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
八
百
五
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林

水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

耶
麻
郡
西
会
津
町
群
岡
字
立
石
甲
三
一
八
三
、
字
秋
ケ
沢
甲
三
七
九
の
一
か
ら
甲
三
七
九
の
三
ま

で
、
字
若
松
甲
三
七
八
の
七
か
ら
甲
三
七
八
の
一
三
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

㈠

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
立
石
甲
三
一
八
三
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
字
秋
ケ
沢
甲
三
七
九
の
一
か
ら

甲
三
七
九
の
三
ま
で

㈡

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

㈢

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
西
会
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

㈣

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水

産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保
全
課
及
び
西
会
津
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

（
森
林
保
全
課
）

福
島
県
告
示
第
八
百
五
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
県
南
建

設
事
務
所
で
平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

一
般
国
道
二
八
九
号

東
白
川
郡
鮫
川
村
大
字
渡
瀬
字
青
生
野

平
成
三
〇
年
一
一
月
二
二

国
有
林
一
二
一
林
班
か
小
班
地
先
か
ら

日

同

郡
同

村
大
字
渡
瀬
字
青
生
野

国
有
林
一
二
一
林
班
か
小
班
地
先
ま
で

（
道
路
計
画
課
）

福
島
県
告
示
第
八
百
五
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
会
津
若

松
建
設
事
務
所
で
平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県
道
柳
津
昭
和
線

河
沼
郡
柳
津
町
大
字
大
成
沢
字
滝
ノ
上

平
成
三
〇
年
一
一
月
二
〇

甲
九
八
四
番
一
地
先
か
ら

日

同

郡
同

町
大
字
大
成
沢
字
ブ
ナ
山

甲
一
〇
一
四
番
一
地
先
ま
で

（
道
路
計
画
課
）

公

告

公
告
第
二
百
六
十
四
号
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大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
の
廃
止
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

原
町
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

福
島
県
南
相
馬
市
原
町
区
旭
町
三
丁
目
六
五
番
一
号

二

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
廃
止
前
の
店
舗
面
積
の
合
計

三
千
百
九
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル

三

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
廃
止
後
の
店
舗
面
積
の
合
計

零
平
方
メ
ー
ト
ル

四

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る
日

平
成
三
十
年
十
一
月
十
五
日

五

届
出
年
月
日

平
成
三
十
年
十
一
月
五
日

六

届
出
を
し
た
者

株
式
会
社
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
）

公
告
第
二
百
六
十
五
号

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
家
畜

人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

一

開
催
期
日

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
同
年
三
月
一
日
ま
で

二

場
所

１

学
科
、
実
習
（
二
の
２
に
掲
げ
る
実
習
を
除
く
。
）
及
び
修
業
試
験

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大
学
校

西
白
河
郡
矢
吹
町
一
本
木
四
百
四
十
六
番
地

の
一

２

実
習
（
精
液
の
採
取
、
保
存
液
の
調
整
、
精
液
の
希
釈
、
精
液
の
液
状
保
存
及
び
凍
結
保
存
並

び
に
精
液
精
子
検
査
法
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所

福
島
市
荒
井
字
地
蔵
原
甲
十
八
番
地

三

対
象
家
畜
の
種
類

牛

四

受
講
人
員

二
十
名
程
度

五

受
講
資
格

家
畜
改
良
増
殖
法
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
各
号
に
該
当
し
な
い
者

六

受
講
手
続

１

講
習
会
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会
選
考
申
込

書
を
、
平
成
三
十
年
十
二
月
七
日
ま
で
に
所
轄
す
る
福
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
を
経
由
し
て
知
事

に
提
出
す
る
こ
と
。

２

受
講
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講
習
会
受
講
願
書
に
二
万
八
千
円
相
当

額
の
福
島
県
収
入
証
紙
を
貼
り
、
履
歴
書
を
添
付
の
上
、
平
成
三
十
一
年
一
月
八
日
ま
で
に
所
轄

す
る
福
島
県
家
畜
保
健
衛
生
所
を
経
由
し
て
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
。

七

そ
の
他

１

選
考
申
込
者
が
定
員
を
超
過
し
た
場
合
は
、
書
類
選
考
に
よ
り
受
講
者
を
決
定
す
る
。

２

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
農
林
水
産
部
生
産
流
通
総
室
畜
産
課
又
は
最
寄
り
の
福
島
県
家
畜

保
健
衛
生
所
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

（
畜

産

課
）

公
告
第
二
百
六
十
六
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

土
地
改
良
区
の
名
称

そ
う
ま
土
地
改
良
区

就
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

大
堀

武

相
馬
郡
新
地
町
谷
地
小
屋
字
樋
掛
田
四
五
番
地
の
一
〇

（
農
村
計
画
課
）

福
島
県
教
育
委
員
会

福
島
県
教
育
委
員
会
告
示
第
四
号

次
の
福
島
県
指
定
重
要
文
化
財
は
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二

十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
付
け
で
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の

で
、
福
島
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
福
島
県
条
例
第
四
十
三
号
）
第
五
条
第
五
項
の
規
定

に
よ
り
、
福
島
県
指
定
重
要
文
化
財
（
考
古
資
料
の
部
）
の
指
定
を
同
日
付
け
で
解
除
さ
れ
た
。

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日

福
島
県
教
育
委
員
会

名

称

員
数

所
有
者

所
有
者
の
住
所

所

在

の

場

所

荒
屋
敷
遺
跡
出
土
品

一
括

三
島
町

大
沼
郡
三
島
町
大
字
宮

大
沼
郡
三
島
町
大
字
西

下
字
宮
下
三
五
〇
番
地

方
字
上
原
三
五
八
〇
番
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地

三
島
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

会
津
若
松
市
城
東
町
一

番
二
五
号

福
島
県
立

博
物
館

（
文
化
財
課
）


